
特集　人と人がつながる場所　街なか図書館

街なか図書館　濱まち

街なか図書館　出町

住所　宇城市松橋町松橋1157番地
　　　旧冨屋呉服店
　　　JR 松橋駅から約260ｍ、徒歩約3分
駐車場　5台
最寄りバス停　九州産交バス「松橋駅通り」
開館年月日　平成28年2月6日　蔵書数　6000冊
貸し出し　3冊（2週間）　年会費　無料
開館日　月・火・土・日曜　10時～18時
　　　　水曜　15時30分～17時30分（子ども広場）
運営　ボランティア（当番制）
連絡先　☎090-4341-9074（事務局 高尾さん）

住所　宇城市松橋町松橋521番地8
　　　旧はしば釣り具店
　　　松橋中学校正門西側、九州産交バス㈱松橋
　　　営業所から約500ｍ、徒歩約6分
駐車場　10台（道向かいにもあり）
最寄りバス停　熊本バス・九州産交バス
　　　　　　　「松橋中学校入口」
開館年月日　平成28年4月3日　蔵書数　3000冊
貸し出し　3冊（2週間）　年会費　500円
開館日　月・火・土・日曜　10時～18時
運営　蛇嶋  邦弘さん・和代さん夫婦
連絡先　☎32-0275（蛇嶋さん）
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街
な
か
図
書
館
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

1. 大きなテーブルでゆっくり　

　くつろげ団
だんらん

欒も楽しめます

2.3. 出町の外観

4. 元釣り具店だけあって、珍

　しい道具も飾ってあります

5. 家族で集めた本がいっぱい

1. 歴史講座で学んでいます

2. 濱まちの外観

3. ＪR 松橋駅からすぐ

4. 手作りの小物なども販売

5. 展覧会も開催しています

２
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松橋中

181

14 松
橋
公
民
館

市商工会　
松橋支所

まちづくり観光課 

まちづくり推進係

宮﨑 美紀  主事

「地域で事業をしたい」、「地域の交流を深めたい」
「たくさんの人に地域の魅力を知ってもらいたい」　など
皆さんが考える地域への「思い」をかたちにしてみませんか。

地域の皆さんで仲間をつくり、自ら汗を流して行う地域づくり活動を応援します。
まずは、まちづくり観光課にご相談ください。
補助金の内容について詳しくは、市ホームページをご覧ください。

「まちのむらづくり応援団補助金」事業を活用しませんか

市ホームページは

こちらから⇒
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開
館
ま
で
の
経
緯

　

市
立
松
橋
図
書
館
が
、
老
朽
化
・

耐
震
力
不
足
な
ど
で
維
持
が
困
難
と

な
り
、
平
成
27
年
７
月
に
閉
館
す
る

と
決
ま
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。

　

松
橋
町
の
高
尾
眞
知
子
さ
ん
や
一

森
綾
子
さ
ん
ら
が「
図
書
館
が
な
く

な
っ
た
ら
、
街
か
ら
文
化
が
失
わ
れ

る
。
ど
こ
か
に
図
書
館
を
つ
く
れ
な

い
か
」と
知
人
や
松
橋
駅
通
り
商
店

街
の
店
主
ら
に
呼
び
掛
け
た
こ
と
で

「
図
書
が
あ
る
商
店
街
を
創
ろ
う
会
」

が
発
足
し
ま
し
た
。

◆
濱
ま
ち

　

最
初
の
図
書
館「
濱
ま
ち
」は
呉
服

店
だ
っ
た
空
き
店
舗
を
改
装
す
る
こ

と
に
。
高
尾
さ
ん
ら
は
、
平
成
27
年

２
月
か
ら
週
１
回
の
ペ
ー
ス
で
、
区

長
や
市
議
、
商
店
主
な
ど
10
人
弱
で

話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。市
の「
ま

ち
の
む
ら
づ
く
り
応
援
団
補
助
金
」

を
受
け
、
松
橋
図
書
館
の
蔵
書（
約

６
０
０
０
冊
）や
カ
ウ
ン
タ
ー
、
書

架
な
ど
を
譲
り
受
け
、
開
館
へ
向
け

た
作
業
に
着
手
。
倉
庫
に
運
ん
だ
本

を
種
類
ご
と
に
並
べ
、
ラ
ベ
ル
を
貼

っ
た
り
、
書
架
の
配
置
を
考
え
て
棚

を
設
置
。
机
や
椅
子
は
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
を
巡
っ
て
安
く
購
入
し
ま

し
た
。
床
も
温
か
み
の
あ
る
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
に
自
分
た
ち
で
張
り
替
え
る

な
ど
約
１
年
を
か
け
、
平
成
28
年
２

月
６
日
に
開
館
し
ま
し
た
。

　
「
濵
ま
ち
」が
完
成
す
る
ま
で
に
、

約
50
人
が
作
業
に
参
加（
延
べ
人
数

３
５
１
人
）。
多
く
の
人
の
力
で
で

き
あ
が
っ
た
図
書
館
で
す
。

◆
出
町

　

二
番
目
の
図
書
館「
出
町
」は
、
釣

り
具
店
を
営
ん
で
い
た
蛇
嶋
邦
弘
さ

ん
と
和
代
さ
ん
夫
婦
の
店
舗
で
す
。

平
成
26
年
に
店
を
や
め
、
店
舗
を
地

域
の
た
め
に
使
え
な
い
か
と
人
が
集

ま
れ
る
場
所
と
し
て
改
装
し
て
い
ま

し
た
。
蛇
嶋
さ
ん
家
族
は
、
読
書
好

き
で
も
あ
り
、
蔵
書
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
学
校
も
近
く
、
図
書
館

に
は
も
っ
て
こ
い
の
場
所
。
補
助
金

は
受
け
ず
、
蔵
書
や
書
架
な
ど
を
譲

り
受
け
、
平
成
28
年
４
月
３
日
に
開

館
し
ま
し
た
。

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

街
な
か
図
書
館
は
、
両
館
と
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
濱
ま
ち
は
20
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
当
番
制
で
運
営
、
出
町
は
蛇
嶋

さ
ん
夫
婦
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
は
60
～

70
代
が
中
心
で
、
ほ
と
ん
ど
が
松
橋

町
在
住
で
す
。熊
本
地
震
で
被
災
し
、

仮
設
団
地
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
い
る
人

も
い
ま
す
。
職
業
や
趣
味
も
さ
ま
ざ

ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
生
か
し

た
幅
広
い
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。

図
書
を
借
り
る
に
は

　

そ
れ
ぞ
れ
の
館
の「
図
書
貸
し
出

し
カ
ー
ド
」に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

出
町
は
会
員
登
録
が
必
要
で
す（
年

会
費
５
０
０
円
。
運
営
費
に
充
て
ら

れ
ま
す)

。

　

貸
し
出
し
は
両
館
と
も
、
一
人
３

冊
ま
で
、
期
間
は
２
週
間
で
す
。

▲

両
館
オ
ー
プ
ン
時
の
様
子

　
　
　

濱
ま
ち
（
上
）・
出
町
（
下
）

問　まちづくり観光課　☎32-1906

私が担当です。　
お気軽にご相談

ください。
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直
木
賞
や
芥
川
賞
、
本
屋
大
賞
な
ど

の
受
賞
作
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
話

題
に
な
っ
た
本
は
い
ち
早
く
入
手
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
、
購
入
し
た
本
に
つ

い
て
は
、
図
書
館
だ
よ
り
を
発
行
し
た

り
、
市
の
広
報
紙
で
紹
介
し
た
り
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
濱
ま
ち
の
蔵
書
の
魅

力
は
、
む
し
ろ
古
い
本
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
古
い
本
だ
か

ら
と
い
っ
て
価
値
が
な
く
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
古
い
本
が
、
私
た
ち

に
知
恵
や
真
実
を
教
え
て
く
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
価
値
を
見
出
す
楽

し
さ
を
図
書
館
に
来
て
感
じ
て
も
ら
え

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

濱
ま
ち
で
は
、
松
橋
町
在
住
の
人
や

松
橋
町
出
身
の
人
が
出
版
し
た
本
は
、

地
域
と
し
て
大
切
に
し
、
伝
え
て
い
け

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、
有

料
で
飲
み
物
な
ど
を
提
供
し「
サ
ロ
ン
」

の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
が
、
郷
土
の

作
家
の
作
品
を
読
み
な
が
ら
、「
地
域

の
文
学
・
芸
術
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
な
サ
ロ
ン
」に
な
っ
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
元
高
校
の
社
会
科
教

師
で
戦
時
資
料
を
収
集
し
て
い
る
上
村

真
理
子
さ
ん
と
地
域
の
人
た
ち
が
共
に

歴
史
を
学
ぶ
場
を
設
け
、
将
来
に
役
立

て
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
の
本
は
、
い
た
だ
い
た
も
の
。

大
切
に
扱
っ
て
ほ
し
い
で
す
が
、
所
有

者
は
い
な
い
の
で
、「
私
の
図
書
館
」と

思
っ
て
気
軽
に
来
て
も
ら
い
、
遠
慮
せ

ず
自
由
に
本
を
手
に
取
っ
て
読
ん
で
も

ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　女性は職業が違っても子育てや料理など共通の話題がありますが、それに比べ

て男性は職業が違うと共通の話題が少なく、日常の中で共通の体験をするのが難

しいのではと感じます。悩みがあっても家族にも話せない人も多いようです。昔

の商店街の集まりなど、男性が集まって話す場は現代では少なくなりましたね。

私たち夫婦は、店を営んでお客さんの話などをたくさん聞いていたからか、ここ

を利用してくれる人は悩みなども話してくれます。逆に、私たちにもいろいろな

知識や情報を教えてくれるので、それをまた別の人に伝えることもできます。こ

の出町が、「男性の井戸端会議」ができるような場になればと思っています。

　また、作品の展示もしているので、作者に代わって制作過程や背景などをお話

したり、鑑賞に訪れた人と作者との橋渡しができるのもうれしいです。

　　塩
しおやま

山  善
よ し き

暉 さん（83）
　　　   ＝松橋町＝

　開館している日は、ほぼ毎

日利用しています。この付近

は、子どもの頃の遊び場でも

ありました。ボランティアの

人たちがそれぞれ地域のいろ

いろな話題や情報を持っていらっしゃるので、そ

れを吸収するために訪れています。市文化協会の

事務局長や松橋校区老人クラブの会長を務めてお

り、その段取りを考えたり頭の切り替えをするの

にもここを利用しています。来年の市民文化祭で

は、街なか図書館のコーナーをつくり、郷土史や

地元の人の書いた出版物を並べてみたいです。私

も絵を描いているので、展示してある作品をたく

さん鑑賞できてうれしいです。

　　吉
よしずみ

住  治
は る み

美  さん（49）
　　　 ＝松橋町＝

　八代市から引っ越してきま

した。出町の前を散歩してい

たときから気になってはいま

したが最初は入れませんでし

た。もともと読書が好きで読

み聞かせもしていたので、しばらくしてから思い

切って入ってみました。それからは、区長さんや

近所の皆さんとも話せ、手作りのものを持ち寄っ

たりもしました。この図書館のおかげで、区の行

事も参加しやすくなりました。濱まちでは、松橋

小の読み聞かせボランティアを紹介していただ

き、今はおはなし会にも参加しています。蛇嶋さ

んの薦めてくださる本は面白いです。ここに来る

とほっとし、ついつい長居してしまいます。

出
町
の
魅
力

濱
ま
ち
の
魅
力

街なか図書館の利用者にインタビュー

蛇
へびしま

嶋 邦
くにひろ

弘 さん（75）
＝松橋町＝

男性の井戸端会議の場に

高
た か お

尾 眞
ま ち こ

知子 さん（65）
＝松橋町＝

た
く
さ
ん
の
価
値
あ
る
本
が
あ
る

　

  

ひ
と
り
ひ
と
り
に
と
っ
て
の「
私
の
図
書
館
」に
な
れ
ば

蛇嶋さんおすすめの本

特集　人と人がつながる場所　街なか図書館

　
街
な
か
図
書
館
の
オ
ー
プ
ン
に
尽
力

し
た
高
尾
さ
ん
に
、
図
書
館
へ
の
思
い

や
濱
ま
ち
の
蔵
書
の
魅
力
を
語
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

▼平成29年2月には、伊藤忠記念財団から「青少年健全育成

　のための読書啓発の子ども文庫助成事業」として100冊の

　本を寄贈されました。小学生向けの良書があります。

▲ＮＨＫ連続テレビ小説「とと姉ちゃん」

　でおなじみの「暮らしの手帖」。戦後の

　物のない時代、アイデアや工夫で暮ら

　しを豊かにしていた時代を振り返り、

　暮らしの知恵も学べます。高尾さんの

　蔵書で「暮らしの手帖展」を開催したこ

　とも。写真の本は、寄贈されたもので、

　貸し出しもできます。

▲学校の教師などによる文芸誌

　「サロン」。編集者は中学校の

　国語の教師だった高尾さんの

　父、高尾九
く す お

州男さん。

▲昭和49年～54年に発行された松橋

　町の婦人会の読書グループによる文

　芸誌「ひまわり」。当時の生活や暮ら

　しの思い、感動、気付き、詩歌など

　がつづられています。

　当時松橋高校の生徒で、眼
が ん か

窩

　腫瘍で若くして命を失った森

　畑佐知子さんの作品集「神様へ

　の手紙」。死の1カ月前の昭和

　38年6月に出版されました。

▲

「
読
書
と
は
、
自
分
が
気
付
け
な
い

こ
と
を
気
付
か
せ
て
く
れ
る
も
の
」　　

　

そ
う
語
る
の
は
、
館
長
を
務
め
る
蛇

嶋
邦
弘
さ
ん
。新
聞
を
毎
日
３
紙
読
み
、

釣
り
具
に
詳
し
い
だ
け
で
な
く
、歴
史
、

考
古
学
、
読
書
な
ど
趣
味
も
多
彩
。
蝶

や
珍
し
い
植
物
の
話
、
子
育
て
の
話
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま

す
。
悩
み
が
あ
る
と
、
そ
れ
に
合
う
本

を
お
す
す
め
し
て
く
れ
ま
す
。
自
分
で

は
選
ば
な
い
よ
う
な
本
を
読
む
の
も
楽

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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　押し花教室の生徒さんが街なか
図書館のボランティアをしている
のがきっかけで、展覧会や体験会
の開催、小さな作品などの提供を
しています。熊本地震の余震が続
く中、作品の展示や体験会を行っ
たときは、被災された方たちが遠
くからも来てくださいました。こ
れからも、自分ができることで図
書館を知ってもらい、運営にも貢
献できたらうれしいです。ギャラ
リーでいろいろな分野の素晴らし
い作品を身近に鑑賞できるのも街
なか図書館の魅力ですね。松橋町
以外の皆さんにも、宇城市の図書
館・ギャラリー・憩いの場として
もっと利用してほしいです。

津
つ し だ

志田 千
ち え み

恵美さん（68） 
＝不知火町＝ 

押し花の展覧会や体験会を開催 

小
お の

野 雄
たけひろ

弘さん（79） 
＝不知火町＝ 

出町で初の個展を開催 

有
あ り た

田 有
ゆ き

紀さん（38） 
＝松橋町＝ 

「色彩の建築展」を開催 

　街なか図書館は、美術館のよう
な華やかさはありませんが、地域
の人々の交流の場であり、そこで
展示できたのは新鮮で面白かった
です。ボランティアの方も、あり
のままの自分を受け入れ見守って
くださり、自由に表現ができまし
た。ここは、居心地も良く、いつ
訪れても待ってくれている人がい
る「まちの縁側」のようなところだ
と思います。春にも濱まちで「身
体」をテーマにした展覧会を開く
予定です。美術家としてワーク
ショップやパフォーマンスなども
行い、子どもから大人まで幅広い
年代の人に楽しさを伝えられる表
現ができたらと思っています。

　退職を機に、宇城市に移り住み、
不知火美術館の絵画講座で本格的
に絵を始めました。津志田千恵美
さんが私の絵を見て気に入ってく
ださったのがきっかけで、展覧会
のお誘いをいただきました。私な
んかが個展を開いて大丈夫かなと
不安でしたが、ボランティアの方
たちから励ましてもらい、無事開
催できました。仕事柄、全国各地
を訪れましたが、街なか図書館の
ように住民の手で図書館をつくり
地域の活性化を行っているのはす
ごいことだと思います。出町の蛇
嶋さんご夫婦など素晴らしい人た
ちにも出会えてうれしいです。ま
たここで個展をやってみたいです。

▲押し花の作品と制作中の押し花

「優美」

「光と影と風」

展
覧
会
を
開
催
し
た
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

教室や会議にどうぞ。

学習スペースもあります。

使用料　1時間200円

・折り紙教室「折り鶴の会」

　（第２月曜  13時～）

・絵手紙教室

　（第１月曜  13時～）

・戦争学習会

カフェ濱まち　毎月第2水曜　カフェ出町　毎月第4水曜　いずれも午後1時～3時　参加費　200円

　「高齢社会を健康で楽しく過ごすために気兼ねなく語り合い、ともに歌い、憩いのひとときを」と、運営ボ

ランティアの福田知
と も こ

子さん（61）＝松橋町＝の提案で、今年8月から始まりました。

　「小学校の頃の思い出」など毎回テーマを決めて自己紹介。初めての人同士でも話が弾みます。何十年ぶり

に再会し、近況を話すこともあるそうです。地域包括支援センターとの連携も始まっています。

ボランティアの人や家族、地域の人の手作りの

小物や食品などを販売しています。この収益は、

図書の購入費などに充てられます。お子さんの

グッズもありますよ。コーヒーなどの飲み物も

有料で提供しています。

美術館と違って、静かに鑑賞しなくても大丈夫。

作者やボランティア、一緒に訪れた人と作品に

ついて語りましょう。絵画や書、押し花、地元

の学校とコラボした作品展などが開催されてい

ます。ミニコンサートや体験会も。

毎月のイベントは広報紙でも紹介しています。

今月は41ページをご覧ください！

展示料金　両館合わせて1週間1000円

特集　人と人がつながる場所　街なか図書館
図
書
館
の
役
割
以
外
に
も
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す

ショップ（濱まち）＆カフェ

オレンジカフェ

子ども広場（濱まち）

各教室（濱まち） ギャラリー

2人は松橋小の6年生。毎週のように、水曜の

子ども広場の時間に来ています。

「ここは落ち着いて居心地がよく、ボランティ

アさんも優しいです。子どもだけの時間として

空けてもらっているのはうれしいです。同じ小

学校の友だちでも、街なか図書館に行ったこと

がない人もいるので、すすめたいと思います」

本を読んだり、学習したりする子どもたちだけ

の特別な時間。

毎週水曜　15時30分～17時30分

峯
みねもと

元 優
ゆ い か

依香 さん（11）

＝不知火町＝

塩
しおむら

村 未
み く

来 さん（12）

＝松橋町＝

▲個展の来場者一人一人に感謝の気持

　ちを込めた絵手紙を送っています。

▲タマネギの皮などで染めた小物を展

　示（濵まち）。草木染の会会員による

　賛助出品の展示も行われました。

▲い草を使った伝統工芸とのコラボ作　

　品などを展示（出町）。

▲退職後14年で描いた風景画や家族　

　などの人物画を展示しました。

ポーチ・バッグ 手編みぼうし

ハーバリウム

ヘアゴム
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以
前
、
松
橋
町
の
郷
土
資
料
館

で
、
資
料
の
写
真
撮
影
や
説
明
書

き
、
展
示
な
ど
の
手
伝
い
を
し
て

い
ま
し
た
。
松
橋
図
書
館
・
資
料

館
が
閉
館
す
る
こ
と
を
知
っ
て
、

図
書
館
だ
け
で
な
く
、
資
料
館
に

代
わ
っ
て
、
地
域
の
こ
と
を
学
び

伝
え
る
場
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
と
き
に
、
高
尾
さ
ん
や
地
域
の

区
長
さ
ん
た
ち
と
出
会
い
、
図
書

館
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

　

私
は
出
身
は
違
い
ま
す
が
、
母

校
で
も
あ
る
松
橋
高
校
に
39
年
間

勤
め
、
こ
の
松
橋
が
大
好
き
で

す
。
地
域
を
調
べ
歩
き
、「
松
橋

三
十
三
観
音
マ
ッ
プ
」な
ど
を
作

成
し
ま
し
た
が
、
松
橋
に
は
、
地

域
で
祭
ら
れ
て
い
る
観
音
様
や
お

地
蔵
様
な
ど
た
く
さ
ん
の
宝
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
高
群
逸
枝
さ
ん

や
吉
沢
一
喜
さ
ん
な
ど
文
化
や
教

育
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
も
い
ま

す
。
私
た
ち
世
代
の
役
目
と
し

て
、
地
域
の
歴
史
や
習
わ
し
な
ど

を
後
世
の
人
た
ち
に
語
り
継
ぐ
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
世
代
で
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る

こ
と
、
記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ
と

で
も
、
次
の
世
代
に
と
っ
て
は
当

た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
歴
史
や
風
習
、町
並
み
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
地
域
の
昔

を
知
り
、
話
が
で
き
る
人
た
ち
が

地
域
の
中
に
は
ま
だ
ま
だ
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
人
た
ち
に
、
街
な
か
図
書
館
で

テ
ー
マ
を
設
け
て
話
し
て
も
ら
っ

た
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
っ
た
り
す
れ
ば
、
次
の
世
代
に

地
域
の
こ
と
を
学
び
伝
え
る
場
と

し
て
街
な
か
図
書
館
が
活
用
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

う
す
れ
ば
、
も
っ
と
地
域
の
良
さ

も
知
っ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

街なか図書館のこれからを考える

平ひ
ら
や
ま山 

隆た
か
お夫
さ
ん（
72
） 

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
＝
松
橋
町
＝

特集　人と人がつながる場所　街なか図書館

坂さ
か
も
と本 

耕こ
う
い
ち一
さ
ん（
69
） 

「
図
書
が
あ
る
商
店
街
　

を
創
ろ
う
会
」会
長

　
　
　
　
＝
松
橋
町
＝

　

商
店
街
の
中
に
あ
る
図
書
館
。

そ
こ
を
活
用
し
て
み
ん
な
が
集
ま

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
、

多
く
の
人
と
協
力
し
て
街
な
か
図

書
館
を
開
館
さ
せ
ま
し
た
。
実
際

に
図
書
館
が
で
き
て
、
訪
れ
た
お

客
さ
ん
が
商
店
街
の
各
店
に
も
立

ち
寄
っ
て
も
ら
え
て
い
る
の
は
う

れ
し
い
で
す
。
図
書
館
が
で
き
て

３
年
間
は
、
何
が
何
で
も
頑
張
ら

ね
ば
と
思
い
、
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
本
は
少
し
ず
つ
で
も
毎
月

購
入
し
、
展
覧
会
も
こ
じ
ん
ま
り

と
し
て
は
い
ま
す
が
、
気
軽
に
見

に
来
ら
れ
る
よ
う
な
雰
囲
気
で
、

年
間
通
し
て
開
催
で
き
て
い
る
の

は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
地
味

で
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
自
信

を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
年

配
の
人
は
常
連
さ
ん
も
多
く
来
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
親
子
連
れ
な
ど

若
い
世
代
の
人
の
利
用
が
少
な
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
年

代
層
の
人
を
取
り
込
む
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
か
が
課
題
で
す
。
こ

れ
ま
で
展
示
し
た
人
た
ち
が
一
堂

に
会
し
て
作
品
の
販
売
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。
作
品
を
展
示
し
て
い
る

人
も
、
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え

れ
ば
励
み
に
な
り
ま
す
。
私
は
商

売
を
し
て
い
る
の
で
、
今
後
の
商

店
街
づ
く
り
も
課
題
で
す
。
店
が

少
な
く
な
っ
て
、
昔
の
商
店
街
の

面
影
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
若

い
人
で
何
か
手
作
り
し
て
い
る
人

な
ど
も
取
り
込
み
、「
駅
も
近
い

し
、
あ
そ
こ
に
行
け
ば
面
白
い

の
が
あ
る
」と
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
す
て
き
な
商
店
街
に
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
夢
を
見

な
い
と
ま
ち
づ
く
り
は
で
き
ま
せ

ん
。
希
望
は
捨
て
て
い
ま
せ
ん
。

　

街
な
か
図
書
館
は
、
図
書
館
と

い
う
か
た
ち
で
は
あ
り
ま
す
が
、

初
め
て
出
会
う
人
と
も
く
つ
ろ
い

で
話
が
で
き
る
場
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

現
代
は
社
会
全
体
が
忙
し
く
、

大
人
も
共
働
き
が
多
く
、
子
ど
も

た
ち
も
習
い
事
な
ど
で
、
家
庭
で

も
ゆ
っ
く
り
話
す
時
間
は
少
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
、
ゆ
っ
く
り
本
を
読
ん
だ
り
、

人
と
話
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
、

人
生
に
お
い
て
必
要
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
街
な
か
図
書
館
に
は

人
生
経
験
豊
か
な
人
た
ち
が
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
相
談
も
で
き
、

ま
た
来
た
い
な
と
思
わ
せ
て
く
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

街
な
か
図
書
館
で
の
展
示
は
、

美
術
館
な
ど
と
比
べ
て
、
訪
れ
た

人
た
ち
が
趣
味
の
延
長
で
も
気
軽

に
、「
こ
こ
だ
っ
た
ら
自
分
も
展

示
し
て
み
た
い
」と
い
う
刺
激
や

創
作
意
欲
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

の
が
一
番
い
い
と
こ
ろ
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
た

ち
が
ゆ
く
ゆ
く
は
自
分
た
ち
の
ク

ラ
ブ
な
ど
仲
間
を
つ
く
り
、
美
術

館
な
ど
で
展
覧
会
を
開
催
で
き
れ

ば
、
宇
城
市
全
体
の
文
化
活
動
も

向
上
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
気
に
な
っ
て
い
る

の
が
、
何
か
集
ま
り
が
あ
る
と
き

に
、
女
性
に
比
べ
て
男
性
の
参
加

が
少
な
い
こ
と
で
す
。
市
で
は
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が
開
か

れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
中
で

も
、
男
性
が
集
ま
り
、
宇
城
市
が

今
後
ど
う
な
っ
て
い
っ
た
ら
い
い

か
、
地
域
に
密
着
し
た
課
題
な
ど

を
真
剣
に
語
り
合
う
場
が
必
要
で

あ
り
、
街
な
か
図
書
館
が
そ
の
よ

う
な
地
域
づ
く
り
の
拠
点
に
な
っ

て
く
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

日頃、街なか図書館に関わっている人たちに、
街なか図書館について感じていること、課題や
今後の展望を聞きました。

上う
え
む
ら村 
博ひ
ろ
た
か孝
さ
ん（
72
） 

宇
城
市
文
化
協
会
会
長

　
　
　
　
＝
松
橋
町
＝

　

街
な
か
図
書
館
の
開
館
に
あ

た
っ
て
は
、
市
の「
ま
ち
づ
く
り

応
援
団
補
助
金
」を
活
用
さ
せ
て

も
ら
い
、
松
橋
図
書
館
の
蔵
書
や

書
架
な
ど
も
譲
り
受
け
、
街
の
い

ろ
い
ろ
な
人
た
ち
に
も
協
力
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
街
な
か
図
書
館

の
運
営
に
は
、
家
賃
や
光
熱
費
、

図
書
購
入
費
が
か
か
り
、
物
品
販

売
や
展
覧
会
の
収
益
だ
け
だ
と
確

か
に
厳
し
い
で
す
が
、現
在
は「
図

書
が
あ
る
商
店
街
を
創
ろ
う
会
」

の
会
費
や
賛
助
会
員
の
年
会
費
、

寄
付
金
な
ど
、
展
示
さ
れ
る
人
や

図
書
館
の
活
動
に
賛
同
し
て
く
だ

さ
る
人
た
ち
の
善
意
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
努
力
で
維
持

で
き
て
い
ま
す
。　

　

し
か
し
、
松
橋
町
と
図
書
館
に

近
い
不
知
火
町
以
外
の
人
の
利
用

は
今
も
少
な
く
、
若
い
世
代
の
人

た
ち
も
少
な
い
の
が
課
題
で
す
。

こ
の
宇
城
市
で
も
核
家
族
化
は
進

ん
で
お
り
、
実
家
か
ら
離
れ
て
暮

ら
し
て
い
る
若
い
家
族
も
多
い
で

す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
が
図
書
館

に
来
て
悩
み
を
相
談
で
き
た
り
、

逆
に
私
た
ち
が
知
ら
な
い
こ
と
を

教
え
て
く
れ
る
よ
う
な
交
流
の
場

に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
人

に
何
か
を
伝
え
ら
れ
る
こ
と
、
人

の
役
に
立
っ
て
い
る
と
感
じ
る
こ

と
は
、
ど
ん
な
年
代
の
人
で
あ
っ

て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
、
そ
れ
が

「
生
き
が
い
」に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
の
善
意
に

支
え
ら
れ
て
い
る
図
書
館
で
す
の

で
、多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

利
用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い

ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら「
生
き
る

喜
び
」を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

宇
城
市
の
芸
術
作
品
を
発
掘
で
き

る
と
い
う
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
よ
。

地
域
の
課
題
を

　
　
話
し
合
う
場
に

世
代
を
超
え
た

　
生
き
が
い
の
場
に

一い
ち
も
り森 

綾あ
や
こ子
さ
ん（
75
） 

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
＝
松
橋
町
＝

地
域
の「
宝
」を

　
学
び
伝
え
る
場
に

新
し
い
商
店
街
の

　
　
　
　
　
拠
点
に
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